
2020年3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）
2020年5月15日

上場会社名 新晃工業株式会社 上場取引所 東

コード番号 6458 URL https://www.sinko.co.jp/

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 武田　昇三

問合せ先責任者 （役職名） 取締役兼常務執行役員管理本部長 （氏名） 青田　徳治 TEL 03-5640-4159

定時株主総会開催予定日 2020年6月26日 配当支払開始予定日 2020年6月29日

有価証券報告書提出予定日 2020年6月26日

決算補足説明資料作成の有無 ： 無

決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

1. 2020年3月期の連結業績（2019年4月1日～2020年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期 44,263 8.0 9,008 67.5 9,526 64.9 5,996 44.3

2019年3月期 40,974 1.4 5,376 △1.9 5,777 1.1 4,155 6.8

（注）包括利益 2020年3月期　　5,158百万円 （62.6％） 2019年3月期　　3,171百万円 （△33.4％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当た

り当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2020年3月期 230.06 ― 14.3 15.0 20.4

2019年3月期 159.52 ― 10.9 9.5 13.1

（参考） 持分法投資損益 2020年3月期 99百万円 2019年3月期 57百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年3月期 65,108 46,254 67.9 1,696.25

2019年3月期 62,170 42,316 63.9 1,524.19

（参考） 自己資本 2020年3月期 44,213百万円 2019年3月期 39,721百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2020年3月期 7,244 △3,633 △1,484 17,297

2019年3月期 3,572 △1,051 △957 15,197

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2019年3月期 ― 16.00 ― 27.00 43.00 1,125 27.0 2.9

2020年3月期 ― 20.00 ― 38.00 58.00 1,518 25.2 3.6

　　　2020年3月期の期末配当金には、創立70周年記念配当10円を含んでおります。

　　　2021年3月期の配当予想については、現時点では業績の見通しがつかないため未定とし、業績予想の開示が可能となった段階で連結業績予想と

　　ともに速やかに公表いたします。

3. 2021年 3月期の連結業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月31日）

　　　2021年3月期の連結業績予想については、新型コロナウイルス感染症の影響により、現時点では合理的な算定が困難であるため、未定として

　　おります。今後、連結業績予想の合理的な算定が可能となった段階で、速やかに公表いたします。



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期 27,212,263 株 2019年3月期 27,212,263 株

② 期末自己株式数 2020年3月期 1,146,614 株 2019年3月期 1,151,714 株

③ 期中平均株式数 2020年3月期 26,063,480 株 2019年3月期 26,051,607 株

　　(注) 期末自己株式数及び期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めている株式付与ESOP信託が保有する当社株式は、次の

　　　　　とおりであります。

　　　　　　期末自己株式数　　　　2020年3月期　120,222株　　　2019年3月期　122,078株

　　　　　　期中平均株式数　　　　2020年3月期　121,131株　　　2019年3月期　122,557株

（参考）個別業績の概要

2020年3月期の個別業績（2019年4月1日～2020年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期 25,702 8.0 7,572 54.5 8,682 44.1 6,302 39.9

2019年3月期 23,799 13.5 4,900 28.9 6,024 22.6 4,503 22.4

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

2020年3月期 241.81 ―

2019年3月期 172.86 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2020年3月期 51,489 37,224 72.3 1,428.12

2019年3月期 47,677 32,284 67.7 1,238.84

（参考） 自己資本 2020年3月期 37,224百万円 2019年3月期 32,284百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　　　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて

　　おり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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1. 経営成績等の概況

(1) 当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、高い水準で推移する企業収益を背景に、景気は緩やかな回復を続

けておりましたが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、東京オリンピック・パラリンピックの延

期、緊急事態宣言の発令などで大幅に下押しされており、景気は厳しい状況となりました。当業界におきま

しては、空調機器の納入先となる建築現場の閉所など一部で影響を受けたものの、当期としては東京オリン

ピックに伴う再開発や都市圏の大型案件などの需要に支えられ、良好な事業環境で推移いたしました。

こうした情勢のもと、当社グループは、空調機器及び空調工事の戦略受注に注力するとともに、販売事業

を担う当社と連結子会社で製造事業を担う新晃空調工業株式会社、三井鉄工株式会社との合併の準備並びに

その効果を促進する生産性向上を目的とした各種システム投資など、更なる事業基盤の強化及び事業効率の

向上に努めてまいりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

＜日 本＞

国内の良好な事業環境を背景に、製造ラインの稼働効率を最大限にする空調機器の需要の取り込み

に注力し、売上高は38,900百万円(前連結会計年度比5.7％増)となりました。利益面におきましては、

空調機器及び空調工事を中心とした戦略受注の効果から、セグメント利益(営業利益)は9,036百万円

(前連結会計年度比45.0％増)となりました。

　

＜アジア＞

中国景気は、長引く米中貿易摩擦の激化などにより不透明感が高まるなか、採算性を重視した販売

戦略への切り替えや原価管理の強化などを進めてまいりました。販売面では、高機能型の空調機器に

特化して計画段階から提案することで、売上高は5,393百万円(前連結会計年度比28.8％増)となりまし

た。また、利益面におきましては、利益率は改善したものの価格競争激化等の影響が残り、セグメン

ト損失(営業損失)は59百万円(前連結会計年度はセグメント損失894百万円)となりました。

　

この結果、当社グループの売上高は44,263百万円(前連結会計年度比8.0％増)となり、利益面におきまして

は、営業利益は9,008百万円(前連結会計年度比67.5％増)、経常利益は9,526百万円(前連結会計年度比64.9％

増)となりました。また、中国連結子会社が保有する一部の固定資産において、減損損失1,038百万円を特別

損失に計上した結果、親会社株主に帰属する当期純利益は5,996百万円(前連結会計年度比44.3％増)となりま

した。なお、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は、いずれも過去最高益を更新いたし

ました。

(2) 当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の総資産は65,108百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,937百万円増加となりまし

た。これは主に、現金及び預金の増加1,951百万円、売上債権の減少765百万円及び有価証券の増加2,000百万

円等によるものであります。

負債は18,853百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,000百万円減少となりました。これは主に、仕入債

務の減少1,793百万円、未払税金の増加917百万円等によるものであります。

純資産は46,254百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,938百万円増加となりました。これは主に、親会

社株主に帰属する当期純利益の計上5,996百万円及び剰余金の配当1,230百万円等によるものであります。

(3) 当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

2,100百万円増加し、当連結会計年度末には17,297百万円(前連結会計年度比13.8％増)となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況と主な要因は、次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における営業活動による資金の増加は7,244百万円(前連結会計年度比3,672百万円収入の

増加)となりました。増加の主な要因は、税金等調整前当期純利益の計上によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における投資活動による資金の減少は3,633百万円(前連結会計年度比2,582百万円支出の

増加)となりました。減少の主な要因は、固定資産の取得及び有価証券の取得によるものであります。
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(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当連結会計年度における財務活動による資金の減少は1,484百万円(前連結会計年度比527百万円支出の増

加)となりました。減少の主な要因は、借入金の返済及び配当金の支払によるものであります。

(4) 今後の見通し

国内の市場動向

新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、景気は急速に悪化しており、先行きに不透明感が増してお

ります。新築物件については、当面はオリンピックのために持ち越しとなっていた案件や都市圏での開発需

要が見込まれ、更新物件については、高度経済成長期に建設された高層ビルの建て替えや80年から90年代に

建てられた建物の設備更新の時期が到来しております。一方、オリンピックの延期に伴い、都市開発プロジ

ェクトの工期の見直し、設備更新など各社の投資計画の延期が懸念されます。また人口減少や働き方改革を

背景にした労働者の不足・労務費の上昇が顕著になっており、感染症拡大が及ぼす影響と併せて注視する必

要があります。

こうしたなか、当社グループは、合併による製販の文化融合と併せ、個別受注生産方式の強みを次世代型

に進化させることを目的として「SIMA（SINKO Innovative Manufacturing of AHU）」プロジェクトを始動い

たしました。これは従来からの顧客要望やそれに伴う設計・製造指示、カスタマイズに必要な各種ノウハウ

をデジタル化し、上流からの情報の一気通貫による設計と生産を融合した、革新的な空調機生産方式を目指

すものです。業務プロセスのイノベーションを通じて、個別受注生産特有の品質・コストの二律背反を解消

し、新しい製販体制の構築を進めてまいります。

アジアの市場動向

アジア最大の市場である中国は、新型コロナウイルスの影響や長引く米中貿易摩擦などによる景気の冷え

込みが懸念されます。足元では持ち直しの動きも見られるものの、消費及び固定資産投資が大幅に減少し、

世界経済が急速に悪化するなかで輸出も減少する厳しい状況が続いております。中長期的にはインフラ投資

の拡大が期待されますが、景気動向を注視する必要があります。

中国市場においては、ここ数年、当社グループの強みが活かせない汎用品の安値受注競争に巻き込まれ、

利益の低下を招く要因となっておりました。一方、中国は近年、製造強国、科学技術強国、品質強国といっ

た国策を掲げており、建築分野においても品質を重視したモノの選択がなされるようになってまいりまし

た。

このようななか、計画段階から高機能型空調機器を提案することによって採算性重視の販売戦略を進めて

いるほか、原価管理の強化など構造改革に取り組んでまいりました。これにより中国市場における損失は大

幅に縮小したものの、価格競争激化等の影響が残り黒字化までには至りませんでした。加えて、新型コロナ

ウイルスの影響は長期化する可能性があり、今後は市場に与える変化を踏まえつつ業績回復に努めてまいり

ます。

新型コロナウイルス感染症に係る事業等のリスク

① 景気減退による需要縮小

当社製品が設置される主な建物は、大規模の事務所、商業施設、ホテル、病院、工場などになりま

す。緊急事態宣言の発令に伴う休業や外出自粛などの長期化から、建物のオーナーやテナント企業の財

政状態が悪化し、新築、更新の延期及び設備投資などが縮小された場合、今後の業績が下振れする可能

性があります。

② 建築現場閉所による納品停滞

当社製品は、建物の工期に合わせて建築現場に納入されます。2020年４月、緊急事態宣言を受けて一

部のゼネコン等が建築現場を一時閉所する方針を開示しております。これに伴い当社製品の納期が延期

となるなどの影響が出る可能性があります。当社としましては、自社内での防疫措置等の対策を徹底し

て製品供給体制を維持し、得意先の要望に応え、市場縮小の局面においても機会損失がないよう引き続

き事業体制を整えてまいります。

③ サプライチェーン途絶による部品供給

当社は、製品生産に必要な原料の他、空調機器に組み込む一部の部品を購入しております。部品調達

先は国内が主となり、大きな問題として顕在化する可能性は低いと見込んでおりますが、一部は中国な

ど海外より調達を行っているため、現地の生産及び物流などサプライチェーンが途絶した場合、空調機

器に組み込む部品が入手できず、製品の供給に影響する可能性があります。
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(5) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は財務体質の強化及び業容拡充を図る一方、株主各位に対しては業績動向を勘案しつつ積極的な利益

還元を行っていく所存であります。また、内部留保金につきましては、長期的な視野に立ち、経営体質の強

化並びに将来の事業展開に活用してまいります。

当期の期末配当金につきましては、創立70周年を迎え株主の皆様に感謝の意を表するため記念配当10円を

加えた38円とし、中間配当金20円と合わせて年間58円(前期比15円増配)の配当を予定しております。また、

次期の配当金につきましては、現時点では業績の見通しがつかないため未定とし、業績予想の開示が可能と

なった段階で連結業績予想とともに速やかに公表いたします。

2. 会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、日本基準を採用しており

ます。なお、今後の国際財務報告基準(IFRS)の導入につきましては、国内外の諸情勢を踏まえつつ、適切な対応

を図ってまいります。
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3. 連結財務諸表及び主な注記

(1) 連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,495 17,447

受取手形及び売掛金 15,686 14,341

電子記録債権 5,500 6,079

有価証券 ― 2,000

商品及び製品 485 346

仕掛品 594 659

原材料 918 937

その他 325 913

貸倒引当金 △928 △931

流動資産合計 38,077 41,794

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 13,825 14,967

減価償却累計額 △9,636 △9,789

建物及び構築物（純額） 4,188 5,177

機械装置及び運搬具 5,473 5,090

減価償却累計額 △4,004 △4,153

機械装置及び運搬具（純額） 1,468 937

工具、器具及び備品 2,929 3,209

減価償却累計額 △2,617 △2,682

工具、器具及び備品（純額） 312 527

土地 5,864 5,864

建設仮勘定 626 95

有形固定資産合計 12,460 12,602

無形固定資産

ソフトウエア 162 199

その他 869 713

無形固定資産合計 1,031 913

投資その他の資産

投資有価証券 8,312 8,000

退職給付に係る資産 382 17

繰延税金資産 431 556

その他 1,498 1,248

貸倒引当金 △24 △24

投資その他の資産合計 10,600 9,797

固定資産合計 24,093 23,313

資産合計 62,170 65,108
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,639 4,227

電子記録債務 4,417 3,035

短期借入金 994 997

1年内償還予定の社債 ― 500

1年内返済予定の長期借入金 255 122

未払法人税等 1,381 2,073

未払消費税等 383 608

賞与引当金 597 649

株主優待引当金 42 45

その他 2,439 2,991

流動負債合計 15,150 15,252

固定負債

社債 500 ―

長期借入金 441 318

繰延税金負債 492 365

再評価に係る繰延税金負債 838 838

役員退職慰労引当金 20 24

株式給付引当金 76 112

退職給付に係る負債 2,009 1,639

長期未払金 290 264

その他 34 37

固定負債合計 4,703 3,601

負債合計 19,854 18,853

純資産の部

株主資本

資本金 5,822 5,822

資本剰余金 6,075 6,076

利益剰余金 27,836 32,601

自己株式 △1,522 △1,512

株主資本合計 38,211 42,988

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,053 1,833

土地再評価差額金 △725 △725

為替換算調整勘定 175 98

退職給付に係る調整累計額 5 18

その他の包括利益累計額合計 1,509 1,225

非支配株主持分 2,594 2,041

純資産合計 42,316 46,254

負債純資産合計 62,170 65,108
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(2) 連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

売上高 40,974 44,263

売上原価 26,932 26,324

売上総利益 14,042 17,938

販売費及び一般管理費 8,665 8,929

営業利益 5,376 9,008

営業外収益

受取利息 3 4

受取配当金 161 193

持分法による投資利益 57 99

受取賃貸料 112 154

雑収入 154 180

営業外収益合計 489 632

営業外費用

支払利息 19 15

賃貸費用 21 46

支払補償費 19 ―

雑支出 28 51

営業外費用合計 89 114

経常利益 5,777 9,526

特別利益

受取補償金 95 ―

特別利益合計 95 ―

特別損失

減損損失 ― 1,038

投資有価証券売却損 ― 47

特別損失合計 ― 1,086

税金等調整前当期純利益 5,872 8,440

法人税、住民税及び事業税 2,266 3,102

法人税等調整額 △53 △182

法人税等合計 2,213 2,920

当期純利益 3,659 5,519

非支配株主に帰属する当期純損失（△） △496 △476

親会社株主に帰属する当期純利益 4,155 5,996
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

当期純利益 3,659 5,519

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △59 △219

為替換算調整勘定 △388 △154

退職給付に係る調整額 △15 13

持分法適用会社に対する持分相当額 △23 △0

その他の包括利益合計 △487 △361

包括利益 3,171 5,158

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 3,862 5,712

非支配株主に係る包括利益 △690 △553
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(3) 連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2018年４月１日 至 2019年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,822 6,058 24,730 △1,554 35,057

当期変動額

剰余金の配当 △1,046 △1,046

親会社株主に帰属する

当期純利益
4,155 4,155

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 16 32 49

土地再評価差額金の

取崩
△3 △3

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― 16 3,105 32 3,154

当期末残高 5,822 6,075 27,836 △1,522 38,211

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券

評価差額金

土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 2,113 △728 393 21 1,799 2,859 39,716

当期変動額

剰余金の配当 △1,046

親会社株主に帰属する

当期純利益
4,155

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 49

土地再評価差額金の

取崩
△3

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△59 3 △217 △15 △289 △264 △554

当期変動額合計 △59 3 △217 △15 △289 △264 2,599

当期末残高 2,053 △725 175 5 1,509 2,594 42,316
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当連結会計年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,822 6,075 27,836 △1,522 38,211

当期変動額

剰余金の配当 △1,230 △1,230

親会社株主に帰属する

当期純利益
5,996 5,996

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 1 9 10

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 ― 1 4,765 9 4,776

当期末残高 5,822 6,076 32,601 △1,512 42,988

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券

評価差額金

土地再評価

差額金

為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括

利益累計額合計

当期首残高 2,053 △725 175 5 1,509 2,594 42,316

当期変動額

剰余金の配当 △1,230

親会社株主に帰属する

当期純利益
5,996

自己株式の取得 △0

自己株式の処分 10

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
△219 ― △77 13 △283 △553 △837

当期変動額合計 △219 ― △77 13 △283 △553 3,938

当期末残高 1,833 △725 98 18 1,225 2,041 46,254
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(4) 連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
　至 2020年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 5,872 8,440

減価償却費 791 949

減損損失 ― 1,038

のれん償却額 158 158

引当金の増減額（△は減少） 151 124

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 488 △357

受取利息及び受取配当金 △165 △197

支払利息 19 15

為替差損益（△は益） △5 7

投資有価証券売却損益（△は益） ― 47

売上債権の増減額（△は増加） △1,713 647

たな卸資産の増減額（△は増加） 220 35

仕入債務の増減額（△は減少） △18 △1,731

未払消費税等の増減額（△は減少） 42 227

その他 △308 90

小計 5,533 9,496

利息及び配当金の受取額 154 184

利息の支払額 △20 △15

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △2,095 △2,420

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,572 7,244

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △294 △195

定期預金の払戻による収入 294 343

有価証券の取得による支出 ― △2,000

投資有価証券の取得による支出 △335 △22

投資有価証券の売却による収入 ― 36

有形固定資産の取得による支出 △745 △1,825

有形固定資産の売却による収入 56 111

無形固定資産の取得による支出 △41 △95

貸付金の回収による収入 14 14

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,051 △3,633

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △49 3

長期借入れによる収入 204 ―

長期借入金の返済による支出 △419 △255

非支配株主からの払込みによる収入 425 ―

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △1,045 △1,232

非支配株主への配当金の支払額 △72 ―

財務活動によるキャッシュ・フロー △957 △1,484

現金及び現金同等物に係る換算差額 △60 △25

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,502 2,100

現金及び現金同等物の期首残高 13,694 15,197

現金及び現金同等物の期末残高 15,197 17,297
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(5) 連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１ 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、主に空調機器等を製造・販売しており、国内においては当社及び連結子会社が、海外においてはア

ジア(主に中国)の現地法人が、それぞれ担当しております。現地法人はそれぞれ独立した経営単位であり、取

り扱う製品について各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、製造・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」及び

「アジア」の２つを報告セグメントとしております。

　

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方

法と概ね同一であります。報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部

収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

　

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2018年４月１日 至 2019年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント 調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額 (注)２日本 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 36,813 4,160 40,974 ― 40,974

セグメント間の
内部売上高又は振替高

0 26 26 △26 ―

計 36,813 4,187 41,000 △26 40,974

セグメント利益
又は損失(△)

6,233 △894 5,339 37 5,376

セグメント資産 47,205 7,146 54,351 7,818 62,170

その他の項目

減価償却費 495 295 791 ― 791

のれんの償却額 158 ― 158 ― 158

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

1,253 177 1,430 ― 1,430

(注) １ 調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失(△)の調整額37百万円は、セグメント間取引消去であります。

(2) セグメント資産の調整額7,818百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産

7,846百万円が含まれております。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない当社で

の長期投資資金(投資有価証券の一部他)等であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント 調整額
(注)１

連結財務諸表
計上額 (注)２日本 アジア 計

売上高

外部顧客への売上高 38,900 5,362 44,263 ― 44,263

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― 31 31 △31 ―

計 38,900 5,393 44,294 △31 44,263

セグメント利益
又は損失(△)

9,036 △59 8,977 31 9,008

セグメント資産 51,212 6,423 57,635 7,472 65,108

その他の項目

減価償却費 609 340 949 ― 949

のれんの償却額 158 ― 158 ― 158

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

2,254 123 2,377 △65 2,312

(注) １ 調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失(△)の調整額31百万円、有形固定資産及び無形固定資産の増加額

の調整額△65百万円は、セグメント間取引消去であります。

(2) セグメント資産の調整額7,472百万円には、各報告セグメントに配分していない全社資産

7,484百万円が含まれております。全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない当社で

の長期投資資金(投資有価証券の一部他)等であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

　

【関連情報】

１ 製品及びサービスごとの情報

前連結会計年度(自 2018年４月１日 至 2019年３月31日)

(単位：百万円)

空調機器製造販売事業 ビル管理事業等 合計

外部顧客への売上高 35,953 5,020 40,974

　

当連結会計年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

(単位：百万円)

空調機器製造販売事業 ビル管理事業等 合計

外部顧客への売上高 39,207 5,055 44,263

　

２ 地域ごとの情報

前連結会計年度(自 2018年４月１日 至 2019年３月31日)

(1) 売上高

(単位：百万円)

日本
アジア

その他 合計
中国 その他

35,696 4,523 652 102 40,974

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　

(2) 有形固定資産

(単位：百万円)

日本 中国 合計

9,967 2,493 12,460
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当連結会計年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

(1) 売上高

(単位：百万円)

日本
アジア

その他 合計
中国 その他

37,994 5,789 376 101 44,263

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

　

(2) 有形固定資産

(単位：百万円)

日本 中国 合計

11,556 1,046 12,602

　

３ 主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載しておりま

せん。

　

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2018年４月１日 至 2019年３月31日)

　該当事項はありません。

　

当連結会計年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

(単位：百万円)

日本 アジア 合計

減損損失 ― 1,038 1,038

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2018年４月１日 至 2019年３月31日)

(単位：百万円)

日本 アジア 合計

当期償却額 158 ― 158

当期末残高 632 ― 632

　

当連結会計年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

(単位：百万円)

日本 アジア 合計

当期償却額 158 ― 158

当期末残高 474 ― 474

　

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。

　

決算短信（宝印刷） 2020年05月14日 18時58分 14ページ（Tess 1.50(64) 20191218_01）



新晃工業㈱ (6458) 2020年3月期 決算短信

― 15 ―

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

１株当たり純資産額 1,524.19円 1,696.25円

１株当たり当期純利益 159.52円 230.06円

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ 株式給付ESOP信託が保有する当社株式は、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から

控除する自己株式に含めており、また、１株当たり当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算に

おいて控除する自己株式に含めております。

株式付与ESOP信託が保有する当社株式の株式数

期末株式数 前連結会計年度 122千株 当連結会計年度 120千株

期中平均株式数 前連結会計年度 122千株 当連結会計年度 121千株

３ １株当たり当期純利益の算定上の基礎

前連結会計年度
(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益 4,155百万円 5,996百万円

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る
親会社株主に帰属する当期純利益

4,155百万円 5,996百万円

普通株式の期中平均株式数 26,051千株 26,063千株

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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